
実践記録実践記録実践記録実践記録    第４学年第４学年第４学年第４学年    総合的な学習の時間総合的な学習の時間総合的な学習の時間総合的な学習の時間    

    

１１１１    単単単単        元元元元    レッツ トライ！ 有松絞り    

２２２２    情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面    

  発表の事前準備の段階で，学級内でリハーサルをする場面において，ペアになって情報の交流

を行う。 

３３３３    情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果    

  自分の発表の様子を友達に見てもらうことで，よりよい発表をするための技能が高まるだけで

なく，相手を意識した発表ができるようになる。 

４４４４    指導計画（指導計画（指導計画（指導計画（１４時間完了）１４時間完了）１４時間完了）１４時間完了）    

 (1) 有松絞りについて勉強しよう・・・・・・ １時間    

(2) テーマを見付けよう・・・・・・・・・・ １時間 

(3) 有松絞り講習会・・・・・・・・・・・・ ３時間 

(4) デザインを考えよう・・・・・・・・・・ １時間 

(5) 有松絞り会館に行って調べよう・・・・・ ２時間 

(6) Ｔシャツを作ろう・・・・・・・・・・・ ２時間 

(7) 発表のリハーサルをしよう・・・・・・・ ２時間（本時１／２） 

(8) Ｔシャツを着て発表会をしよう・・・・・ ２時間 

５５５５    本時の指導本時の指導本時の指導本時の指導    

(1) 目標 

  ○ 「耳すまシート」を活用してお互いの発表を評価することで，改善すべき点をはっきりさ

せることができる。【発表する力】 

(2) 準備 

  教 師：耳すまシート（子どもの人数分） 

  子ども：絞りのＴシャツ 

(3) 指導過程 

時間配分 学習活動 指導上の留意点 評価の観点と方法 

７分 

 

 

 

 

 

 

35 分 

 

 

(15 分) 

 

 

１ 本時のめあてを確認

する。 

 

 

 

 

 

２ ４人グループの中で

ペアを作り，発表の練習

をする。 

(1) お互いの発表を見て，

チェックする。 

 

○  お互いの発表練習を見た後

に「耳すまシート」を使って，

よかった点や改善すべき点を

伝え合うことを知らせる。 

○ 「耳すまシート」の使い方を

説明する。 

 

○ グループの中でペアを作り，

発表練習をすることを伝える。 

○ 発表を見ながら，声の大き

さ・視線・身振りを評価させ，

また，発表が終わった後にアド

バイスを記入させる。 

○ 本時のめあてを

理解しているか話

を聞く様子からつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

(15 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５分) 

 

 

 

 

３分 

 

 

 

 

 

(2) 「耳すまシート」を使

い，意見交換をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 感想を書く。 

 

 

 

 

３ 次時に行うことを確

認する。 

★ なかなか記入できない子ど

もには，発表を見た感想を聞き

ながら，具体的な言葉を引き出

すようにして支援する。 

 

○ 記入した「耳すまシート」を

使い，意見交換を行わせる。 

○ 特によかったところを認め

合うようにさせ，自分の発表の

中に取り入れることができる

ように声を掛ける。 

○ 上手にできていなかった部

分について話をする場合には，

相手の立場を考え，適切な表現

をするように指導する。 

★ 情報の交流がうまくできて

いないペアには，発表するとき

にどんなことを意識したかを

聞き出し，意見交換の仕方を支

援する。 

○ 自分の発表がどのように見

られていたのかを確認し，改善

すべき点について具体的に記

述をさせる。 

 

○ 次時では，本時で学んだこと

を生かし，発表の改善をすると

共に，グループでの決めポーズ

について話し合う時間である

ことを子どもに伝える。 

 

○ それぞれの評価

項目をチェックし

ているか「耳すまシ

ート」の記述からつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

○ 「耳すまシート」

を活用して意見交

流がスムーズに進

んでいるか，子ども

の様子からつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 意見交換を基に

改善すべき点をは

っきりすることが

できたか「耳すまシ

ート」の記述からつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 



６６６６    実践の様子実践の様子実践の様子実践の様子    

  右の「耳すまシート」は実際に子

どもたちが使ったものである。印刷

した用紙は，他のシートと区別が付

くように色の付いた紙に印刷をし

た。 

「１ 次のことに注意して発表

を聞きましょう」の質問では，発表

を見ながらでも簡単に答えられる

ように，○をつけて評価できるよう

にした。 

また，「２ よかったところは何

ですか」「３ 今後こうするといい

よ」の質問では，発表が終わった

ぐ後に記入させることで，相手の発

表の様子を忘れないうちに記入

ことができるようになると考えた。

 また，この「耳すまシート」

いた聞き手の感想を誤解なく発表者に伝えること

交換し合うことができた。 

 また，意見交換をした後の感想

についても多くの子が具体的な

内容を書くことができた。 

 子どもの感想にあるように，自

分ではできていると感じていて

も，聞き手にはそうは受け止めて

もらっていないことに気付くこ

とができた。 

７７７７    成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題（○：成果 ●：課題）

今回の「耳すまシート」を活用した実践の成果と課題は以下の点

○ 意見交換を円滑に進めることができる。

○ 自分の感覚と他の人の感覚の違いに気付き，

 ● 聞き手からの評価を素直に受け止めることができない

 ● 自分を客観的に見直すことができるような

 

子どもが書いた「耳すまシート

は実際に子

である。印刷

した用紙は，他のシートと区別が付

くように色の付いた紙に印刷をし

次のことに注意して発表

は，発表

答えられる

評価できるよう

よかったところは何

今後こうするといい

発表が終わったす

記入させることで，相手の発

表の様子を忘れないうちに記入する 

ことができるようになると考えた。 

」に記述したことを基にして情報の交流を行ったことは

いた聞き手の感想を誤解なく発表者に伝えることができ，よりよい発表とは何かお互いに意見を

をした後の感想

も多くの子が具体的な

の感想にあるように，自

分ではできていると感じていて

は受け止めて

もらっていないことに気付くこ

●：課題）    

を活用した実践の成果と課題は以下の点であった

を円滑に進めることができる。 

自分の感覚と他の人の感覚の違いに気付き，具体的な目標を設定することに効果的であった。

聞き手からの評価を素直に受け止めることができない子どもが数人出てしまった。

自分を客観的に見直すことができるような自己評価の工夫が必要であ

情報の交流を行った後の感想

耳すまシート」の内容 

したことを基にして情報の交流を行ったことは，意見を書

，よりよい発表とは何かお互いに意見を

であった。 

具体的な目標を設定することに効果的であった。 

が数人出てしまった。 

工夫が必要であった。 

情報の交流を行った後の感想 


